
 

 

 

 

 10月の暑い中、体育祭お疲れ様でした。怪我をした人も多くいましたが、保健室では見ることのできないみな

さんの活躍と笑顔を見ることができて、とても嬉しかったです。11月に入り、朝晩の気温が低下しています。生

活リズムを整え、手洗い・換気を行って感染予防に努めましょう。 

 

 

         

          1学期に実施した歯科検診の結果です。むし歯がある、歯石が 

あると言われたにも関わらず、放置していませんか？1学期より 

保健室への「歯医者行きました！！」の報告が少ないままです…。 

 歯や歯茎が痛くなってからでは、歯を失う可能性もあります。歯を失うと、食の楽し 

みを失い、全身の健康にも影響がでてきます。毎日の丁寧な歯磨きを意識し、必要な人 

は受診をしましょう。 

 生徒玄関に「全クラスのむし歯の本数」と「歯の人生相談」の掲示をしています。時 

間がある時に、ぜひ見てください。全校でむし歯０を目指しましょう！治療をした人は 

保健室へ報告をしてください。 

【歯科検診結果】 

学年 １年 ２年 ３年 合  計 

検査人員 157 153 145 455 

う

歯 

処置完了者数 12 7.6% 25 16.3% 32 22.1% 359 78.9% 

未処置者数 7 4.5% 10 6.5% 10 6.9% 27 5.9% 

要観察歯保有者 53 33.8% 62 40.5% 72 49.7% 187 41.1% 

歯垢が付着 83 52.9% 87 56.9% 66 45.5% 236 51.9% 

歯垢がかなり付着 0 0% 1 0.7% 0 0% 1 0.2% 

歯肉が腫れている 93 59.2% 99 64.7% 96 66.2% 288 63.3% 

歯肉炎・歯周病を疑う 0 0% 4 2.6% 4 2.8% 8 1.8% 

歯石が付着 38 24.2% 36 23.5% 40 27.6% 114 25.1% 

処置完了者…以前むし歯があったが、現在は治療が完了している者 

未処置歯…現在むし歯がある者 

要観察歯保有者…むし歯には至らないが経過観察が必要な歯がある者    ※う歯：むし歯 
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マイコプラズマという細菌の感染による、咳を主症状とした急性呼吸器感染症です。学童・

思春期に多くみられ、特徴のあるレントゲン写真像がみられることから、原発性非定形型肺

炎（PAP）と呼ばれることがあります。 

□主な症状 

 ２～３週間の潜伏期間の後、発熱・咳などのかぜ様の症状が始まります。発疹を伴うこともあります。 

 咳が頑固で続くような場合は肺炎に進展している可能性が疑われます。 

 有効な抗菌薬（抗生剤）の使用により症状の持続期間が短縮されますが、薬剤耐性があるマイコプラズマもい

ます。なお、マイコプラズマ感染症自体は、もともと自然に治癒する傾向が強い病気です。 

□登校のめやす 

 飛沫感染により人から人へ感染をしますが、感染力がもっとも強いのは急性期です。急性期症状が改善した後

に全身状態の良い者については、登校可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：「学校保健安全法に沿った感染症」少年写真新聞社 

保健室よりお願い 

登校中や学校でのケガにより受診をした人は、スポーツ振興センターの災害

給付制度が利用可能です。給付を受けるには、資料の提出が必要です。時効が

ありますので、お早めにご相談ください。 
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